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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 17日 (2005.6.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 制 御 基 板 を 収 容 す る 制 御 ボ ッ ク ス を 備 え た 遊 技 機 で あ っ て 、
　 上 記 制 御 ボ ッ ク ス を 構 成 す る 筺 体 本 体 と 蓋 体 に は 、 互 い に 略 中 心 部 位 に 貫 通 孔 を 形 成 し
た 板 状 部 を 有 す る と と も に 、 両 板 状 部 を 当 接 せ し め た 状 態 で は 各 板 状 部 に お け る 非 当 接 面
側 に 硬 化 剤 だ ま り 部 を 形 成 す る 一 対 の 筺 体 封 止 部 材 を 備 え さ せ た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機
。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 筺 体 封 止 部 材 の 一 方 に つ い て は 、 板 状 部 に お け る 非 当 接 面 の 側 に 周 縁 部 分 を 立 設 せ
し め て 略 浅 皿 状 に 形 成 す る と と も に 、 当 接 面 の 側 に は 同 様 に 周 縁 部 分 を 反 対 方 向 に 筒 状 に
立 設 せ し め 、 上 記 筺 体 封 止 部 材 の 他 方 に つ い て は 、 上 記 筒 状 部 分 に 入 る 一 対 の 板 状 部 を 連
結 壁 に て 間 を 隔 て て 保 持 し て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 筺 体 封 止 部 材 に お け る 筒 状 部 分 の 周 面 に ス リ ッ ト を 形 成 し て お き 、 他 方 の 筺 体 封 止
部 材 の 側 に は 上 記 連 結 壁 よ り 同 ス リ ッ ト を 介 し て 外 部 に 突 出 さ せ た 接 続 部 を 備 え た 構 成 と
し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 両 板 状 部 に お け る 周 縁 部 分 に は 空 気 穴 と し て の 第 ２ の 貫 通 孔 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 上 記 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 一 方 の 上 記 筺 体 封 止 部 材 に お け る 板 状 部 の 上 方 に は 浅 皿 状 の 部 分 を 形 成 し 、 そ の 下 方 に
は 側 面 方 向 に 開 口 す る 空 き 室 を 形 成 し 、
　 他 方 の 上 記 筺 体 封 止 部 材 は 上 記 空 き 室 に 対 し て 側 方 か ら 開 口 を 閉 じ る こ と が 可 能 で あ る
と と も に 同 空 き 室 内 に て 上 記 板 状 部 に 隣 接 し て 挿 入 可 能 な 他 方 の 上 記 板 状 部 を 有 す る 構 成
と し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 両 方 の 上 記 筺 体 封 止 部 材 を 浅 皿 状 に 形 成 し 、 互 い に 底 面 を 当 接 さ せ る と と も に 、 一 方 に
つ い て は キ ャ ッ プ を つ け て 空 き 室 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技
機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 硬 化 剤 の 樹 脂 は 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に



記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 一 対 の 筺 体 封 止 部 材 を 透 明 の 樹 脂 で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ ～ 請 求
項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 は 、 硬 化 性 の 樹 脂 だ け で 封 止 し 、 金 具 を 必 要 と し な い で 封 止
す る 制 御 ボ ッ ク ス を 採 用 し た 遊 技 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 手 段 １ お よ び 請 求 項 ２ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 一 方 に 閉 じ た 空 間 を 形 成 し 、 充 填
す る 樹 脂 が 漏 れ 出 な い よ う に で き る 。
　 さ ら に 、 手 段 ２ お よ び 請 求 項 ３ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 閉 じ た 空 間 を 作 り つ つ 筒 状 と し
た 側 方 へ 接 続 部 を 出 す 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 手 段 ３ お よ び 請 求 項 ４ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 空 気 穴 と し て の 第 ２ の 貫 通 孔 を
形 成 す る の で 閉 じ た 空 間 内 に も 容 易 に 樹 脂 を 充 填 で き る 。
　 さ ら に 、 手 段 ４ お よ び 請 求 項 ５ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 側 方 か ら 近 接 す る 方 向 で の 閉 じ
方 に 対 応 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 手 段 ５ お よ び 請 求 項 ６ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 形 状 を 簡 易 に す る こ と が で き る
。
　 さ ら に 、 手 段 ６ お よ び 請 求 項 ７ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 樹 脂 を 透 明 と し て 不 正 な 行 為 を
発 見 し や す く で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 手 段 ７ お よ び 請 求 項 ８ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 筺 体 封 止 部 材 に つ い て も 透 明 の
樹 脂 で 形 成 す る こ と に よ り 、 不 正 な 行 為 を 発 見 し や す く で き る 。
　 さ ら に 、 手 段 ９ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 パ チ ン コ 機 の 遊 技 領 域 に お け る 背 面 側 か ら 視 認
で き 、 営 業 時 間 中 を 含 め て 頻 繁 に 開 か れ る の で 目 に 触 れ 易 く 、 早 期 に 発 見 し て 不 正 に 基 づ
く 損 失 を 最 小 限 と す る こ と が で き る し 、 未 然 に 不 正 を 防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 手 段 １ ０ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 ス ロ ッ ト マ シ ン の 内 部 に 配 置 さ れ つ つ 、 同 ス
ロ ッ ト マ シ ン を 開 い た と き に 視 認 で き る の で 、 早 期 に 発 見 し て 不 正 に 基 づ く 損 失 を 最 小 限
と す る こ と が で き る し 、 未 然 に 不 正 を 防 止 で き る 。
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